
ス

認
め
ら
れ
ず
残
念

言、しだ認事松

岐
阜
県
郡
上
市
八
幡
町
入
閣
の
貢
間
(
ぐ

ま
)
川
で
、
水
生
植
物
の
パ
イ
力
モ
が
水
の

中
で
涼
し
げ
に
小
さ
な
白
い
花
を
咲
か
せ
て

H
写
真

(
星
野
大
輔
撮
影
)
。

郡
上
の
パ
イ
力
モ 上

と
さ
れ
た
生
徒
約
(
島
校
畏
は
「
生
徒
が
自
分
円
を
認
め
た
県
教
委
の
高
校
教

構
成
す
る
「 
A
塾」
 

習
が
中
心
の

一
B
塾
一
向
に
対
す
る
民
間
な
ら
で
は
と
期
待
す
る
が
、
文
部
科
学
省

H

判
決
に
よ
る
と
、
ト
レ
ス

被
告
は
二 
O
O四
年
四
月
、

不
正
な
パ
ス
ポ
ー
ト
で
日
本

に
入
国
。
O
五
年
十
一
月
二

千住博展7ふ{水)-15日出
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齢
者
が
長
く
働
け
る
環
境
づ

く
り
に
力
を
入
れ
る
考
え

で
、
高
齢
者
の
柔
軟
な
勤
務

体
系
を
可
能
に
す
る
。

馬
表
明
す
る
際
、
マ
ニ
フ
エ

一
九
九
八
年
の

秋
、
ロ
!
マ
で
政

治
集
会
を
取
材
中

の
日
本
人
記
者
た

ち
を
見
て
、
周
囲

の
人
が
親
し
げ
に
声
を
か
け

て
き
た
。
「
ナ
カ
夕
、
ナ
カ

タ
一
V
サ
ッ
カ
ー
の
中
田
英

寿
選
手
が
ペ
ル 
I
ジ
ャ
に
移

籍
し
た
直
後
の
こ
と
。
早
速

日
本
の
代
名
詞
に
な
る
よ
う

な
注
目
の
さ
れ
方
に
、
そ
の

実
力
の
ほ
ど
を
あ
ら
子
あ
て

知
ら
さ
れ
た
。
翌
年
に
は
米

!中日春秋!

-
東
京
理
科
大
学
創
立 
1
2
5周
年
+

刊
誌
河
野
い
の
ち
のみ
 

l
、
エ
イ
ズ
、
ク
ロ
ー
ン
、
鵬

|||tt
貫l-小サ� 

乱髭111ii占星引ltiilpdllk;lijFIl

至適、 。めの 田
言切 上判ら 話成
主に 級決 れ
三対 庁内ず検 広
三 応 と容、察 島
三しもを非宮地
三た 協よ常 の 横
三 い議くに主次
至 。の検残張席

l

刑
判
決
が
出
た
ケ 

発行刊か中日新聞社

殺
人
や
誘
拐
な
ど
を
除
き

近
年
で
は
少
な
く
、
地
裁

判
断
が
注
目
さ
れ
て
い

弁
護
側
は
殺
人
と
強
制
わ

せ
つ
致
死
の
罪
に
つ
い
て

罪
を
主
張
し
た
が
、
判
決

確
定
的
殺
意
と
わ
い
せ
つ

的
が
あ
っ
た
と
判
断
。

寅

能
力
も
認
め
、
ト
レ
ス
被

が

「
悪
魔
の
声
一
に
支

さ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
た

決
め
た
い
。

ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら

E

念
、
遺
族
の
悲
し
み
は
察
す

「
死
刑
で
臨
む
に
は
疑
念
が

的
に
当
て
は
め
る
べ
き
で
は

一
と
異
例
の
言
及
を
し

こ
と
に
つ
い
て
「
不
合
理
極

る
に
余
り
あ
る
」
と
述
べ
る

残
る
」
と
結
論
づ
け
た
。

な
い
」
と
極
刑
相
当
と
主

ま
り
な
い
責
任
転
嫁
に
終

一
方
、
被
害
者
が
一
人
で
あ

検
察
側
は
論
告
で
「
子
ど

張
。
弁
諮
側
は
「
死
刑
求
刑

被
害
者
が
一
人
の
場
合
、

始
し
て
い
る
」
と
非
難
し

る
こ
と
や
、
犯
行
の
計
画
性

も
が
犠
牲
に
な
る
事
件
が
頻

は 

刑
の
相
場
と
し
て
異
例

銭
奪
取
を
目
的
に
し
た
強

た。

が
な
い
こ
と
、
前
科
が
認
め

発
し
て
お
り
、
同
種
犯
罪
に

で
重
い
一
と
反
論
し
て
い 

l

一
ど
四
つ
の
罪
に
間
わ
れ
、
死
刑
を
求
刑
さ
れ
た
ペ
ル 

人
、
ホ
セ
・
マ
ヌ
エ
ル
・
ト

一
地
裁
は
四
日
、
「
犯
行
は
卑
劣
で
冷
酷
だ
が
、
矯
正
不
可
能
と
ま
で
は
い
え
な
い
」

与
一
口
い
渡
し
た
。 

H

関
連
@
@
面

木下あいりちゃん� 
(週旗提供)

「
反
省
の
気
持
ち
は
十
分

た
。

…
釈
放
慎
重
に
」


で
な
い
。
女
児
の
恐
怖
や
無

は
従
来
の
判
例
基
準
を
形
式

-
校
途
中
の
小
学
一
年
木
下
あ
い
り
ち
ゃ
ん 
H
当
時
(
七
つ 

)
Hが
殺
害
さ
れ
た
事
件
で
、

削
減
確
定
的
な
殺
意
認
定
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Z
-℃ 
FE
主
主
主
的
白
コ 

リ?淳、，.ど
人 三

ら 三
予言
七 三

もす三� 

E 三

て 

白
『 

間
開
審
・
商
況 

r
02-r

-
h
0

きょうの紙面� 

m

ヌ
・右
足

県
鈴
鹿
市
)
が
、
課
外
の
教
科

指
導
で
学
習
塾
と
連
携
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

夏
休
み
期
間
中

の
六
日
間
、

塾
講
師
と
同
校
の

教
員
が
二
人
一
組
に
な
っ
て
英

語
、
国
語
、
数
学
の
特
別
授
業

を
す
る
。
公
立
校
と
学
習
塾
の

連
携
は
東
京
都
な
ど
で
例
が
あ

る
が
、
東
海
三
県
で
は
初
め
て
。

三
年
前
に
民
聞
か
ら
採
用
さ

れ
た
大
島
謙
校
長
が
計
画
。
地

域
の
三
つ
の
塾
が
協
力
し
、
大

四

政
治
情
報
「
新
聞
が

6
割」

回

統
一
選
の
「
統
一
率
」
最
低

回

ハ
イ
ブ
リ
ッ 

車
初
参
戦

番
組
解
説

E

j

力三
努三
力三
で三
島率三

き三 末次ら 増 請 け と

1111ti!1放xtにt!!t

るれ上せにつの

じ圭ま々咲えら、んー 。込鍾ず安げ多パ
函 三 で に 害たか近ど昨 む乱、定る年イ
潔 三事警程二在三芝生そ 区洞同し。草力
法三 k歪め化侃笠宮 聞か川た水でモ
官 三め替トはれ清さ台 サずらで清温、は�  
32Eる わ今五の流れ風 ~のも流が梅キ

はわ隣にーにン
~'-き撃し 喜 似ポ 
見示すか麗たウ
らがる群前花ゲ

三
重
県
立
白
子
高
校

(
三
重

三重県立白子高
業 主とる が月中か道の
ミジ 三いの見終でら被大
mEうでこ:わ順 移害 雨
戸三 。十ろり調植をで

γ

能
性
を
高
め
、
教
員
に
も
育
室
は
「
成
果
に
注
目
し
た
い
」

島
校
長
が
自
ら
教
育
方
針
な
ど

れ
、
普
段
は
同
校
教
員
が
指
却

の
視
点
を
発
見
し
て
も
ら
い
た

を
見
定
め
て
依
頼
し
た
。

一
す
る
。

学
期間塾
講
師
が
教
思
に

い
」
と
話
し
て
い
る
。
塾
講
師

同
校
は
進
学
希
望
の
生
徒
を

立
つ
の
は
ベ
塾
の
夏
休
み
特
別

を
部
活
動
の
外
部
指
導
者
の
よ

対
象
に
行
っ
て
い
た
課
外
補
寸

授
業
。
一
エ
ー
四
日
か
ら
六
日

う
に
位
置
付
け
て
定
期
的
に
来

を
本
年
度
か
ら

「白
子
撞
」
と

間
、
市
内
の
大
学
を
会
場
に
借

校
し
て
も
ら
う
こ
と
も
検
討
し

名
付
け
て
強
化
。
白
子
地一
は、

り
て
同
校
教
員
と
と
も
に
三
教

て
い
る
と
い
う
。

銀
融
指
導
の
助
っ
人
に


校

内

テ

ス

ト

で

学

力

山

教

え

る

。

塾

講

師

を

招

く

予

算

四

十

万

件三 月 。 かに。受ほ れ流郡生後を科

三
る 島 も 調奪 三 雲

; 、を 自 ら
後向 明震とどり

が が、)排)、査厚韓
Z

一一�  
4つ三 回

オ
レ
ン
ジ
政
権
発
足
難
航

己
驚
市
章
一
沿
道
?
叫
勝
一
言
二一
尋問自信託


く
目
自
主
義
 

-ERa-
一 三し 関 受本か底分 毒 自に 他 周 竹院始国
を三た露け政に 関 か戒本入的辺 島 のし近

属三重要て宮た雲乏柔寄る経旨語霊て布
す 震 で厚 ζ 。がーめ上自�  水本白 君 主らfE
杢 怒怒尚己 雪議示雲宗空室室主国諜
二 実 策日た 夜 ぬる庁 高 E張・日 海 詞韓海 ヰ

白

図

チ 

ム
メ 

ト
ら
「
残
念
」

z 


i

l

日
本
側
、
警
戒
強
め
る


韓
国
の
調
査
船
「
海
洋
2 

0
0
0号
」
(
二
、
五
三
三

は
二
日
夜
に
釜
山
港
を

出
港
し
た
。
当
初
、
日
本
主

張
の 

に
入
る
の
は
十

三
日
ご
ろ
と
の
見
方
だ
っ

つ 際を午 動 、日こなま E す独に洋査国遺�  

~γ霊 JY 豪華議議害旨 - 船室

J
)

E
E
Z J¥ 

も
「
子
供
の
こ
ろ
に
持
っ
て

園
田
碁
・
将
棋
・「戦
力
外
通
告
」

1 
) 

1

1

ー
す
べ
き
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

自
民
総
裁
選
公
約

麻
生
氏
ま
と
め
る

格
差
是
正
な
ど
柱


九
月
の
自
民
覧
総
裁
選
に


革
③
活
力
あ
る
高
齢
化
社
会

出
馬
す
る
意
向
を
表
明
し
て

の
四
本
柱
。

い
る
麻
生
太
郎
外
相
は
四 

l

~机 すトす器艇合の本�  
'y 'Y. るをるなが同調が

士通とど接 主主
函 

幻
の
亀
ο
の
販
売
企
て
る

u

園
日
本
最
古
級
の
横
櫛
出
土

図
朝
倉
が

4
年
ぶ
り
の
完
封

盆十じとで近海号張し
ご
活
動
も
活
発
に
な
る
。
朝
か

ら
雨
で
午
後
は
冨
を
伴
っ
て
強
く

降
り
、
大
雨
の
恐
れ
も
。

韓も調し上にすき
ょ
う
は
梅
雨
前
線
が
北
と

杢国に査、保苧る
惟政、中無安。�  E
認府外止線庁切�  E
しに交をやのつ�  Z

た
が
、
日
程
を
急
き
ょ
繰
り

上
げ
る
見
通
し
が
強
ま
っ

た
。

~量誌記S崩


童==ロ
自
 

い
る 

自
宅
ア
パ
ー
ト
ゃ
を
の
周
辺

で
、
下
校
途
中
の
語
い
り
ち

ゃ
ん
に
わ
い
せ
号
行
為
を

し
、
首
を
絞
め
て
惑
害
。
週

体
を
段
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
て

十
二
日
、
広
島
市
安
芸
区
の

近
く
の
空
き
地 
-
E

放
置
し

たっ

き
ょ
っ
に
も
竹
島
海
域


4 

高
め
、
自
主
導
す
る
努
力
を

目
、
出
馬
に
当
た
っ
て
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
(
政
権
公
約
)

の
骨
格
政
策
を
ま
と
め
た
。

①
地
域
格
差
是
正
②
教
育
改

④
日
米
基
軸

八
月
二
十
日
ご
ろ
に
正
式
出

ス
ト
と
し
て
公
表
す
る
。

麻
生
氏
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
、
小
泉
純
一
郎
首
相
の

「
小
さ
な
政
府
」
路
線
を
継

承
す
る
考
-
え
を
打
ち
出
す
。

た
だ
、
小
泉
改
革
の
影
の
部

分
で
あ
る
格
差
を
是
正
す
る

た
め
、
地
方
重
視
の
政
策
を

提
示
。
「
小
さ
く
て
も
温
か

い
政
府
」
の
実
現
を
目
指

し
、
最
低
限
必
要
な
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
、
地
方
の
高
速
道

路
整
備
な
ど
を
盛
り
込
む
。

教
育
改
革
で
は
、
目
玉
政

策
と
し
て
、
義
務
教
育
年
限

の
弾
力
化
を
実
現
し
、
幼
稚

園
・
保
育
園
の
義
務
教
育
化

を
盛
り
込
む
。
少
子
高
齢
化

対
策
と
し
て
は
、
出
生
率
の

誌
が
「
ア
ジ
ア
の
星
」
五
十

上
昇
策
よ
り
も
、
元
気
な
高

人
の
一
人
に
選
ん
だ
。
か
よ

た
だ
、
結
果
を
見
れ
ば
、
懸

念
は
的
は
ず
れ
で
は
な
か
っ

サ
ッ
カ

ー
一
と
い
う
旅
に
出
て
か
ら

お
よ
そ
初
年
の
月
日
が
経
っ

た
」
と
、
引
退
表
明
し
た
自

分
の
ホ
!
ム
ペ 

ジ
で
語
っ

て
い
た
。
旅
だ
け
で
な
く
、

難
所
に
挑
む
修
道
で
も
あ
っ

た
よ
う
な
。

賀
任
を
負
っ
て

戦
う
こ
と
に
感
動
し
な
が
ら

E1

気
功
治
療
一

た
ろ
う
V
「
俺
がl

a

奇を震勾話 尿頻G111!?引 い!ぷ
 
2ja功hllzi
惑のもぞ1131


力
は
無
論
、
サ
ッ
カ
ー
へ
の

姿
勢
も
強
烈
な
印
象
が
あ
っ

た
。
よ
り
高
み
を
目
指
し
て

仲
間
に
怒
り
も
見
せ
た
。
今

回
の 

杯
の
合
宿
中
も
「
チ

ー
ム
が
仲
良
し
す
ぎ
る
」
。

「
和
」
を
大
事
に
す
る
日
本

の
集
団
に
あ
っ
て
は
厳
し
す

ぎ
る
姿
勢
か
も
し
れ
な
い
。

W

失尿?11lii!?|扇く普天il|i(陣営拘|l

l


う
に
「
日
本
の
顔
」
だ
っ
た

彼
が
二
十
九
歳
で
引
退
の
表

明
で
あ
る
V
選
手
と
し
て
の

fillとっ日
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